































































































COSMO-RS法によるクロロベンゼン類の蒸気圧推算精度は常温領域での蒸気圧を含む範囲(0 < logpL <5)




















pcBsおよびダイオキシン類の環境基準値(pcBs : 0.1 mg/m3,ダイオキシン類: 2.5 pg-TEQ/m3)を達成する
ための施策(pcBs除典条件や作業環境の排気･空調処理条件)を科学的根拠に基づいた形で示すことができた.
本章では信頼性の高い物理化学的データに基づいたPCBs気相拡散シミュレーションの実現に成功し, PCBs
処理施設の設計や操業条件の決定に有用なpcBs気相拡散挙動に関する知見を示すことができた.
本研究によりPCBsの気相拡散のための物理化学的データを体系的に取得し,その工学的な応用例として,
PCBs処理施設内の作業環境エリアを想定したpCBs気相拡散シミュレーションを実現した.本研究にて実施′′
したpCBsの気相拡散シミュレーションはPCBsの安全かつ確実な処理のためには極めて有効かつ重要な評価
手法であり,今後, pcBsの全廃に向けて, PCBs処理施設の建設･稼動が本格化してゆく中で,本研究によ
り得られた物理化学的データやpCBs気相拡散シミュレーション結果がPCBs処理に係わる様々な分野で活
用･応用されることが期待される.
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論文審査結果の要旨
国内においてはPCBs廃襲物の処理計画が進んでいる一方で, PCBsの保管･収集･過般などの移動過程
や処理過程におけるPCBsの漏洩･揮発が懸念されおり､ PCBs処理施設･プロセスの安全設計､作業従事
者の安全衛生管理､処理施設周辺地域-の環境アセスメント等の観点から､正確なPCBsの環境-の拡散評
価の実施が求められている｡ PCBsの環境-の噺頒耶こは蒸気圧､水溶解度､オクタノーノ以水分配係数な
ど種々の物性データが必要不可欠であるが､ PCBの雛などから生じる取扱いに関する制約や経済的･時間
的な制限から､これまでPCBsの物理化学パラメータに関しては十分な研究がなされていないのが項状であ
る｡
本論文は全7章で構成されている0第1番璃論であり､本研究の背景および目的を述べている.
第2章では､クヌッセン拡散法を適用し､正確なPCB混合物の蒸気圧を測定し､揮発実験後の分析データか
らPCBsの揮発挙動を明らかにした｡第3章では､ 26種の純PCBs異性体の蒸気圧の測定を行い､蒸気圧に
オルト効果があることを明らかにした｡さらに高精度DSCによる比熱や融解熱の測定により混合加冷却液体
の蒸気圧を求めた｡第4章は､ PCB混合物の非理想性(理想溶液からの偏倍の度合い)について評価を行う
ため,主要異性体について混合物中の活量係数を測定導出している.これにより, PCBs異性体の混合系にお
いて,より実態に即したPCBsの気相拡散評価を可能としている.さらに,第5章では､実測で得られた蒸
気圧データを用いて,新規物性推算法であるCOSMO-RS法によるPCBsの平衡蒸気圧の推算精度について
検討を行い, PCBsならびにダイオキシン類などのPOPsの物性推算-のCOSMO-RS法の適用可能性を明
らかにした.
第6章は､これまで測定､もしくは理論的に推定した熱力学データならびに拡散係数等の物理化学データを
用い､ PCBs処理施設内外におけるPCBs拡散シュミレーションを行い､実際の施設に設計や改良に大きな
貢献をしている｡
以上本論文は､ PCBsの蒸気圧の測定ならびに理論的推定手法を確立し､またそのデータが環境動態調査､
pcBs処理施設･プロセスの安全設計などに非常に有用であることを示した｡よって,本論文は博士(学術の
学位論文として合格と認める｡
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